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1. 要旨（Abstract）

本研究は、設計データ（CAD/BIM）と企業信用データを統合し、 部品単位

での原価・供給・リスクをリアルタイム可視化するこで、 企業の時価総額
を向上させる新しい経営モデルを提案する。

具体的には、

Autodesk による設計・部品構造データ

Dun & Bradstreet による企業信用・サプライヤーデータ
を統合し、三式簿記（価値・証明・リアルタイム性）で再定義する。



2.背景と問題設定

2.1 従来の課題

原価は「完成後」にしか確定しない

サプライヤーリスクは「事故後」にしか顕在化しない

投資家は「過去の財務情報」しか見れない

結果
企業価値は“遅延情報”で評価される
3. 提案モデル：部品積算リアルタイム経営
3.1 構造（3レイヤー）



① 設計レイヤー（Autodesk）
CAD / BIMから部品構成を抽出 例：ネジ1本レベルまで分解 世界を部品単位
に分解

② 信用レイヤー（D&B）
各部品のサプライヤーに紐づく 信用スコア 倒産確率 ESG評価
部品＝企業リスクになる

③ 会計レイヤー（三式簿記）
原価
リスク
供給確実性
を同時に記録

価値＝証明可能データ



4. 数理モデル（時価総額関数）

企業価値を以下で定義：

𝑴𝑽 =෍

𝒊=𝟏

𝒏

𝑽𝒊 × 𝑺𝒊 × 𝑹𝒊
−𝟏

𝑽𝒊：部品価値
𝑺𝒊：供給安定性
𝑹𝒊：リスク（D&B由来）

意味
部品単位で価値が決まる
リスクが低いほど企業価値が上がる



5. アーキテクチャ（実装モデル）

[AUTODESK]
↓ 部品分解

[部品ID（UNSPSC）]
↓

[D&B API]
↓

[信用スコア付与]
↓

[ORACLE / ベクトルDB]
↓

[三式簿記台帳]
↓

[IRリアルタイム開示]



6. 投資家へのインパクト

従来
売上・利益を見る

本モデル
部品単位の未来を見る

投資家はこう判断する：
この会社は供給リスクが低い この会社はコスト構造が透明 この会社は改ざん
不可能 PER上昇 → 時価総額増加

7.時価総額が上がるメカニズム
① 情報非対称の消滅 IRが「証明可能」になる
② リスクプレミアム低下 不確実性が減る
③ AI評価可能化 機関投資家AIが直接評価可能



8. 産業別インパクト

建設（BIM）
1棟ごとのリスク評価 入札価格の精度向上

製造
サプライチェーンの完全可視化 医療機器 部品単位で安全性証明

9. 従来企業との比較

項目 従来企業 本モデル
原価 事後 リアルタイム
リスク 不明 数値化
IR 書類 データ
投資判断 人間 AI



10. 実証シナリオ

ケース：建設会社

AutodeskでBIM設計

部品にUNSPSC付与

D&Bで全サプライヤー評価



11. 結論

本研究の本質は以下である：
企業を“部品の集合体”として再定義する」

そして
「価値＝リアルタイム証明データ」

IRは開示から証明へ
会計は記録から価値創造へ
企業はブラックボックスから透明体へ

最終結論
Autodesk × D&B × 三式簿記は
「世界初の“部品単位時価総額エンジン”である」


